
「出
前
講
座
通
信
」  

 
 
 
 

ゲ
ー
ム
依
存
に
つ
い
て 

 

 

ネ
ッ
ト
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
そ
の
使
い
方
が

使
用
者
の
心
身
の
健
康
や
学
校
生
活
・
社
会
生
活
、
に

大
き
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
特
に
利
用
者

の
多
い
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
は
影
響
が
大
き
く
、
注
意
が
呼

び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す 

 

世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、
令
和
元
年
５
月
『
ゲ

ー
ム
障
害
』
を
国
際
疾
病
分
類
で
病
気
に
指
定
し
ま
し

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ス
マ
ホ
の
普
及
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ゲ
ー
ム
利
用
者
の
爆
発
的
な
増
加
と
、
周
囲
も
使
用
者

の
嗜
好
（
好
み
や
趣
味
）
の
問
題
と
捉
え
る
た
め
、
こ

と
が
深
刻
に
な
る
ま
で
改
善
や
治
療
に
向
け
て
動
き

出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

       

ゲ
ー
ム
依
存
の
症
状 

■
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
症
状 

 

・
ゲ
ー
ム
を
何
よ
り
も
優
先
す
る
。
い
つ
も
ゲ
ー
ム 

の
こ
と
を
考
え
（
捉
わ
れ
）
、
し
な
い
で
は
い
ら

れ
な
い
。
こ
う
い
う
状
況
が
長
期
間
続
く
。 

・
身
体
や
心
に
影
響
が
表
れ
、
家
庭
生
活
、
社
会
生 

 
 

活
に
支
障
や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
ま
れ
る
。 

・
周
囲
の
人
の
指
摘
に
は
、
強
く
否
定
す
る
、
怒
る
。 

乱
暴
な
言
葉
で
返
す
、
な
ど
の
傾
向
が
現
れ
る
。 

・
脳
内
ホ
ル
モ
ン
や
伝
達
物
質
の
分
泌
に
異
常
が
現 

れ
、
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
難
し
い
。 

 

・
治
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
、
一
度
治
っ
た
と 

思
っ
て
も
再
発
し
、
繰
り
返
す 

■
依
存
は
、
本
人
と
意
思
と
は
関
係
な
く
進
行 

 
「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
た
ら
、
改
善
（
治
療
）
に

繋
が
る
行
動
（
情
報
の
共
有
、
提
供
、
相
談
）
を
始

め
る
と
き
で
す
。 

ゲ
ー
ム
依
存
へ
の
対
策 

 

■
家
族
が
協
力
し
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
し
ょ
う 

 

・
家
族
み
ん
な
で
情
報
や
問
題
を
共
有
す
る
。 

・
ど
ん
な
ゲ
ー
ム
か
、
そ
の
性
格
を
知
る
。 

 

・
使
い
方
や
時
間
の
ル
ー
ル
で
予
防
対
策
を
。 

・
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
活
用
す
る
。 

 

・
早
期
に
対
処
し
、
早
い
う
ち
に
医
療
に
繋
げ
る
。 

 

ス
マ
ホ
を
使
う 

あ
な
た 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
す
る 

あ
な
た 

 
 

 

こ
ん
な
こ
と
は
、
な
い
で
す
か
？ 

 

□ 

や
り
過
ぎ
を
注
意
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る 

 
 

 

□ 

取
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る 

 

□ 

注
意
さ
れ
カ
ッ
と
し
て
反
発
し
た
こ
と
が
あ
る 

□ 

自
分
で
も
い
け
な
い
な
と
思
い
な
が
ら
も
、 

 
 

や
め
ら
れ
な
い
時
が
あ
る 

□ 

や
り
す
ぎ
て
、
翌
日
が
き
つ
い
と
き
が
あ
る 

一
つ
で
も
チ
ェ
ッ
ク
の
付
い
た
項
目
が
あ
れ
ば
、
改
善

に
向
け
た
行
動
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

は
？ 

家
の
人
と
一
緒
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
使
い
方
に
つ
い

て
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 

ス
マ
ホ
を
使
う
な
ら
、
最
低
限
は 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「ないといられない」「自力ではやめ

られない」「再発し繰り返す」 

 

■
親
子
で
話
し
合
い
、
互
い
に
納
得
の
上
で
ル
ー
ル
を
つ
く
る 

 

・
利
用
時
間 

・
何
時
ま
で 

・
休
日
は 

 

・
利
用
場
所
（
居
間
）
ト
イ
レ
や
自
室
に
持
ち
込
ま
な
い 

 

▲
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
認
め
る
な
ら
、
最
初
に
約
束 

 

・
誰
と
ど
ん
な
ゲ
ー
ム
を
や
る
の
か
教
え
る
・
利
用
料
の
制
限 

▲
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
う
と
き
も
、
互
い
に
ル
ー
ル
を
決
め
て 

 

・
ネ
ッ
ト
上
で
知
り
合
っ
た
人
と
、
絶
対
に
直
接
会
わ
な
い 

 
 

※
年
齢
に
応
じ
た
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
必
ず
設
定 
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アルコール 依存症 

ギャンブル 依存症 

薬物 依存症 

・・・・ 

スマホ依存・ゲーム依存 

      別紙（１） 



◆ わからないことはどうしますか？ 「聞きましょう」「調べましょう」・・・「検索」も 

◆ 周囲には信頼できる人がいます。販売店も、相談窓口も、国や警察、公的機関も。 

◆ 「困ったときになんでも相談できる温かい親子関係」が、どんなときも力強い味方です。 

Ｑ 子どもがスマホゲームに熱中しすぎて、生活リズムをちゃんと守れるか心配です。 

Ａ 使用時間などをルール化して、生活リズムを守るよう促します。フィルタリングを始めとするペアレン

タルコントロールを活用し、使用時間や利用環境を整えてあげましょう。 保護者（ペアレント）は、日頃か

ら、子どもによる機器の使用状況を正しく把握しておくことが大切です。使用状況の把握や保護者のサポート

機能として、ペアレンタルコントロール（フィルタリングを含む）を上手に活用しましょう。 

販売店で設定ができます。「子どもが使用する場

合があるので、フィルタリングを使えるように

したい」と伝えてください。 

   

 

  

                   

  
 

 〈 スマホ時代の子育て～悩める保護者のためのＱ&Ａ～（幼児・児童編） 〉  

 内閣府・総務省・関係省庁から、『悩める保護者のためのＱ＆Ａ』が発行されています。出前講座でも

よくされる質問の中から『子どもたちの生活リズム』を紹介しますので、参考にしてください。 

 

ペアレンタルコントロール（ご家庭でも設定可能）の活用 

 
ペアレンタルコントロールは、子どものスマートフォンやタブレット、ゲーム機の利用状況を、保護者

が把握したり、安全管理を行ったりする仕組みです。プレイ時間の制限・調整、課金などの管理、ネッ

ト利用の制限、年令区分（レーティング）のチェック等を行うことができます。 

1 ＯＳ事業者（Apple・Google 等）が提供してい

ます。ペアレンタルコントロールのサービスを

活用しましょう。 

２ 各ゲーム機にもペアレンタルコントロールの

サービスがあります。各説明書やホームページ

などで確認し、最初に設定しましょう。 

アイフォンは、設定から｢スクリー

ンタイム｣でペア・コンしましょう。 

アンドロイドは、｢ファミリーリンク｣のアプリ

からペア・コンしましょう。  

フィルタリング（販売店で相談）の活用 

 
フィルタリングは、有害な情報・サイト、うっかりアクセスによるトラブルから、子どもを守る機能です。 

 

1 ２ 大人が利用するスマホなどの端末は、一般的

にフィルタリングの設定がされていません。

保護者の機器を子どもに貸す場合や契約の

切れた端末を子どもが使用する場合は、新た

にフィルタリングを設定しなければなりま

せん。販売店で相談ください。 

N0.４２１号（別紙）   少年育成センターだより   令和３年１１月１日 

別紙（２） 


